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来年度大阪府統一保険料公開～2023 年 度よ り

2.02%アップ。統一に合わせていない自治体はさらに

大幅値上げに!! 
1 月 9 日「大阪府・市町村国保主管課長会議」で 2024 年度統一保険料出されました。大阪社保協として

大阪府に情報公開請求をし、一昨日公開されましたのですでに大阪社保協ホームページにアップしまし

た。     https://www.osaka-syahokyo.com/16kokuken/oth2024.pdf 

 

その内容を具体的に見ていきます。 

保険料率と金額以下のようになっており、一人当必要保険料では 2.02%アップです。 

 

【2024 年度大阪府統一保険料率】 
 

所得割 均等割 平等割 賦課限度額 

医療分 9.56% 35,040 円 34,803 円 65 万円 

後期分 3.12% 11,167 円 11,091 円 22 万円 

介護分 2.64% 19,389 円 0 円 17 万円 

 【2023 年度大阪府統一保険料率】  
所得割 均等割 平等割 賦課限度額 

医療分 9.18% 33,730 円 33,698 円 65 万円 
後期分 2.97% 10,584 円 10,574 円 20 万円 
介護分 2.61% 19,552 円 0 円 17 万円 

 【2022 年度大阪府統一保険料率】  
所得割 均等割 平等割 賦課限度額 

医療分 8.71% 31,854 円 32,105 円 63 万円 
後期分 2.66% 9,426 円 9,500 円 19 万円 
介護分 2.48% 18,306 円 0 円 17 万円 

 

次にモデル保険料で試算してみると別表のようになります。国保が都道府県単位化された 2018 年度から

2024 年度の統一保険料の値上げ率はおおむねどのモデルでも 20%前後の値上げとなっています。そして

これはあくまでも統一保険料で試算していますので、いまなお統一保険料にあわせていない自治体ではさ

らに大幅な値上げとなります。 

 



【大阪府統一国保料試算】 

① 40 歳代夫婦と小学生・中学生の 4 人家族 ②65－74 歳年金生活夫婦 ③40 歳代ママと小学生・中

学生の 3 人家族 

 

 

 

① ② ③ ① ② ③ ① ② ③
80,850 41,492 61,171 160,794 90,710 127,996 237,394 154,110 204,596

① ② ③ ① ② ③ ① ② ③
78,190 39,870 59,030 155,408 87,105 123,475 229,208 147,855 197,275

① ② ③ ① ② ③ ① ② ③
73,001 37,250 55,125 145,214 81,412 115,421 214,464 138,262 184,671

① ② ③ ① ② ③ ① ② ③
71,683 36,590 54,137 143,102 80,381 113,858 212,602 137,431 183,358

① ② ③ ① ② ③ ① ② ③
74,583 37,922 56,252 148,785 83,161 118,234 220,785 179,783 190,234

① ② ③ ① ② ③ ① ② ③
70,744 35,886 53,315 141,435 78,953 112,387 210,635 171,139 181,587

① ② ③ ① ② ③ ① ② ③
65,915 33,785 49,850 131,942 74,447 105,167 196,892 161,582 170,117

2018➡2024 14,935 7,708 11,321 28,852 16,263 22,830 40,502 -7,472 34,480
値上げ率 22.7% 22.8% 22.7% 21.9% 21.8% 21.7% 20.6% -4.6% 20.3%

2024年度
本算定

所得0円 所得50万円 所得100万円

2020年度
所得0円 所得50万円 所得100万円

2021年度
本算定

所得0円 所得50万円 所得100万円

2019年度
所得0円 所得50万円 所得100万円

2018年度
所得0円 所得50万円 所得100万円

2023年度
本算定

所得0円 所得50万円 所得100万円

2022年度
本算定

所得0円 所得50万円 所得100万円

① ② ③ ① ② ③ ① ② ③
313,994 286,664 342,367 471,444 350,064 459,748 678,544 476,864 612,948

① ② ③ ① ② ③ ① ② ③
303,008 275,055 330,105 454,998 335,805 443,258 654,724 457,305 590,858

① ② ③ ① ② ③ ① ② ③
283,714 257,194 309,046 425,965 314,044 415,046 613,132 427,744 553,546

① ② ③ ① ② ③ ① ② ③
282,102 255,464 306,994 423,284 312,514 412,585 610,073 426,614 551,585

① ② ③ ① ② ③ ① ② ③
367,368 263,764 318,486 439,368 322,464 427,988 633,090 439,864 571,988

① ② ③ ① ② ③ ① ② ③
350,578 251,363 304,102 419,778 307,663 408,845 605,341 420,263 547,245

① ② ③ ① ② ③ ① ② ③
327,757 237,455 284,917 392,707 290,805 383,100 566,551 397,505 513,000
-13,763 49,209 57,451 78,737 59,259 76,648 111,993 79,359 99,9482018➡2024
-4.2% 20.7% 20.2% 20.0% 20.4% 20.0% 19.8% 20.0% 19.5% 値上げ率

2023年度
本算定

2022年度
本算定

2021年度
本算定

2020年度

2019年度

2018年度

所得150万円 所得200万円 所得300万円
2024年度
本算定

所得300万円

所得300万円所得150万円 所得200万円

所得150万円 所得200万円

所得150万円 所得200万円

所得200万円

所得150万円 所得200万円

所得150万円

所得300万円

所得300万円

所得300万円

所得150万円 所得200万円 所得300万円



★統一保険料にあわせていない自治体は大幅値上げ 

さらに今年度統一国保料に合わせていない自治体では大幅値上げとなります。なお、この一覧表につい

ては、添付で大阪府内市町村モデル保険料と統一保険料試算のエクセルのデータを作っています。統一

保険料のところにカーソルを合わせてスクロールをしていただくと 2023 年度保険料がどれだけ値上がりする

のかが比較できるようになっていますので、ぜひ活用してください。また、2019 年度からいかに値上がりがさ

れてきたのかを確認することができます。 

 

 

① ② ③ ① ② ③ ① ② ③ ① ② ③

2019 70,544 35 ,886 53 ,315 141 ,435 78 ,953 112 ,387 210 ,635 171 ,139 181 ,587 350,578 251,363 304,102
2020 74 ,583 37 ,922 56 ,252 148 ,785 83 ,161 118 ,234 220 ,785 179 ,783 190 ,234 367,368 263,764 318,486
2021 71 ,683 36 ,590 54 ,137 129 ,202 68 ,971 99 ,958 198 ,702 126 ,021 169 ,458 268,202 244,054 293,094
2022 73 ,001 37 ,250 55 ,125 131 ,364 70 ,042 104 ,051 200 ,614 126 ,892 170 ,821 269,864 245,824 295,196
2023 78 ,190 39 ,870 59 ,030 155 ,408 87 ,105 123 ,475 229 ,208 147 ,855 197 ,275 303,008 275,055 330,105
2024 80 ,850 41 ,492 61 ,171 160 ,794 90 ,710 127 ,996 237 ,394 154 ,110 204 ,596 313,994 286,664 342,367

2019 56,839 30,099 44,375 117,658 68,529 96,882 185,058 152,630 164,282 309,301 226,700 276,060
2020 60,234 31,325 46,443 123,280 70,640 100,293 190,580 156,165 167,593 318,114 231,254 281,336
2021 61,404 31,540 46,848 111,955 60,355 87,692 180,555 115,955 156,292 249,155 224,129 271,744
2022 65,217 33,081 49,260 118,603 63,158 92,007 189,353 120,458 162,757 260,103 232,898 282,769
2023 73,712 37,116 55,414 133,228 70,172 102,729 207,278 129,522 176,779 281,328 225,990 306,247
2019 60,142 30,148 45,280 110,793 57,715 86,022 141,833 99,098 137,805 269,241 201,861 253,756
2020 63,027 31,917 47,472 119,577 64,000 93,650 162,297 82,003 150,560 292,827 174,073 276,126
2021 65,162 33,082 49,122 115,478 38,364 88,742 164,508 110,442 150,060 236,606 203,573 270,532
2022 68,714 34,910 51,812 122,326 41,064 94,153 177,986 120,831 162,342 257,165 210,691 280,804
2023 76,045 38,699 57,372 136,058 72,241 104,936 202,578 132,674 178,274 281,896 231,175 308,149
2019 44,540 18,570 37,370 97,790 63,540 85,810 167,040 146,490 155,060 280,850 220,560 261,690
2020

2021 55,070 30,910 44,040 101,490 59,480 83,110 170,640 116,280 152,260 239,970 224,620 265,470
2022 60,560 32,690 47,340 110,660 40,650 88,610 179,960 119,310 157,910 249,260 208,850 274,550
2023 71,110 37,320 54,590 128,880 45,830 101,340 202,780 131,510 175,240 276,680 229,650 303,730
2019 63,044 33,246 48,145 126,536 73,247 101,702 189,636 158,945 164,802 315,784 233,563 276,050
2020 62,872 33,224 48,048 126,248 73,211 101,540 189,348 158,889 164,640 315,328 233,493 275,794
2021 65,049 34,063 49,556 117,471 64,271 91,648 182,121 117,821 156,298 246,771 228,148 270,507
2022 67,885 35,183 51,534 122,418 66,297 95,166 188,668 120,997 161,416 254,918 234,337 279,201
2023 74,357 38,207 56,282 133,893 71,898 103,767 205,043 130,598 174,917 276,193 227,508 302,353
2019 56,340 32,620 45,970 118,560 73,890 101,280 191,060 163,930 173,780 319,910 243,090 292,260
2020

2021 62,200 33,620 48,600 114,100 41,960 91,420 188,450 123,920 165,770 262,800 217,090 288,740
2022 67,050 35,090 40,660 121,680 66,500 77,710 192,480 123,600 148,510 263,280 239,220 287,120
2023 65,620 34,540 50,370 119,650 65,920 94,230 192,950 125,570 167,530 266,250 219,770 291,210
2019 65,806 32,900 49,353 131,901 72,669 104,478 197,251 158,021 169,828 328,411 232,407 284,534
2020 69,431 34,817 52,124 138,230 76,016 109,384 204,430 128,916 175,584 340,064 216,634 293,910
2021 69,184 35,144 52,164 124,625 42,725 96,256 191,125 120,308 162,756 257,625 209,604 281,424
2022 71,774 36,516 54,145 129,141 44,286 99,756 197,041 124,135 167,656 264,941 216,151 289,701
2023 77,588 39,502 58,545 139,482 47,839 107,742 212,082 133,725 180,342 284,682 232,779 311,490
2019 62,000 31,700 46,800 128,000 73,100 102,800 200,600 164,100 175,300 335,200 244,400 294,800
2020 62,000 31,700 46,800 128,000 73,100 102,800 200,600 164,100 175,300 335,200 244,400 294,800
2021 71,500 36,500 53,900 128,800 68,900 99,700 197,900 125,600 168,800 267,000 243,300 292,000
2022 72,800 37,200 55,000 131,200 70,000 101,400 200,500 126,800 170,600 269,700 245,800 295,000
2023 67,089 33,890 50,490 121,137 64,077 93,472 187,737 118,327 160,072 254,337 206,467 277,162
2019 62,970 30,520 46,740 128,580 69,780 101,540 198,080 125,380 171,040 330,560 211,510 287,300
2020 63,830 30,980 47,410 129,000 69,460 101,620 195,450 152,850 168,070 325,740 225,910 281,910
2021 63,050 30,980 47,010 114,150 38,220 87,420 178,850 110,630 152,120 243,550 193,370 263,840
2022 62,920 30,800 46,860 113,670 37,760 86,900 176,420 108,000 149,650 239,170 188,510 259,260
2023 68,320 33,680 51,010 123,270 63,710 94,410 190,320 117,710 94,410 257,370 205,410 279,520
2019 53,800 26,500 40,100 112,900 62,900 90,000 180,600 144,600 157,700 302,400 217,400 265,700
2020 53,800 26,500 40,100 112,900 62,900 90,000 180,600 144,600 157,700 302,400 217,400 265,700
2021 61,100 30,300 45,600 125,200 30,300 85,800 194,100 66,300 154,600 324,200 140,800 269,200
2022 66,200 33,100 49,600 120,100 63,100 92,400 189,600 120,100 162,000 259,200 232,500 281,200
2023 69,900 35,300 52,500 126,300 43,300 97,500 196,500 124,300 167,700 266,800 217,100 290,600
2019 56,600 28,600 42,600 117,700 66,500 94,200 186,000 150,200 162,700 311,200 224,500 273,700
2020

2021 60,700 30,600 45,700 111,000 30,600 85,800 179,900 51,100 154,700 248,800 96,300 269,500
2022 61,700 31,100 46,400 113,200 60,300 87,500 182,500 117,100 156,900 251,800 233,200 275,900
2023 66,800 34,000 50,300 125,900 42,500 97,400 199,800 128,400 171,300 273,800 227,500 301,900

14 大東市

15 四條畷市

9 茨木市

10 吹田市

統一国保料

1 大阪市

2 豊中市

16 寝屋川市

17 枚方市

11 摂津市

7 高槻市

所得50万円 所得100万 所得150万
年度

所得0



★府内全市町村が心から賛成しているわけではない 

 この大阪府統一国保について 43 市町村が心から歓迎しているわけではありません。寝屋川市が被保険者

向けに「大阪府で保険料が統一されるためあなたの保険料が高くなるかも」というチラシ配布を行ったことは

ご存知のとおりです。 

●大阪社保協通信 1273 号 https://www.osaka-syahokyo.com/fax/1273.pdf 

 

さらに、都道府県国保運営方針案に対する市町村からの法廷意見聴取の内容が大阪府ホームページに

アップされていますが、昨年夏から秋に実施した大阪社保協自治体キャラバンでの意見交換がかなり反映

した意見を上げている自治体が多いのが特徴です。 

●法定意見聴取の内容 https://www.pref.osaka.lg.jp/kokuho/iryouseido/ikenchoshu3.html 

●大阪社保協通信 1274 号 https://www.osaka-syahokyo.com/fax/1274.pdf 

 

また、「黒字分は基金に積み上げない、独自に保険事業に使う」とキャラバンの中で発言した自治体もいく

つかあります。これは、大阪府国保運営方針の中に基金について以下のように書かれており、制約を受ける

のを避けるためだと考えられます。 

 

① 財政調整基金の積立て 

収納率の向上等により市町村の国民健康保険特別会計に余剰が発生した場合に限り、積み

立てることができるものとし、一般会計繰入による積立ては行わない。 

   ② 財政調整基金の繰出し 

     次の各号の場合に限り、繰り出すことができるものとする。 

なお、保険料率引下げを目的とする繰出しは認めない。 

（ア）収納不足の場合の事業費納付金への充当のため 

（イ）府財政安定化基金への償還のため 

（ウ）府内共通基準を上回る保健事業等を実施するため 

（エ）府及び市町村の国民健康保険特別会計における財政調整事業を実施するため 

（オ）国通知に基づく保険料・一部負担金の減免を実施するため（ただし、調整会議での協議

により実施が認められたものに限る。） 

 

★国保運営方針はあくまで「技術的助言」 

2023 年 12 月に開催された中央社保協国保運動交流集会での神奈川自治労連・神田氏は記念講演の

最後に、「国保運営方針はあくまで技術的助言であり法律でもなんでもないので、従わなくても罰則はない」

「あくまで市町村の合意のもとで運営されるものなので一自治体でも反対すれば合意ではなくなる」旨の指

摘をされました。その通りだと思います。 

 

 



★統一保険料は絶対に高額になる 

以下は厚生労働省が作った資料です。完全統一の場合、矢印が一番長くなっています。これは、納付金

にすべて(保健事業費や減免のための費用等)を含むため、高くなるということを示しています。統一でなけ

ればこうした費用は市町村が独自に支出するので、納付金には含まれないし、減免制度の原資については

厚労省も一般会計法定外繰入を認めています。 

 

★2 月 3 月市町村議会にむけて～請願・陳情の提出、議員訪問、市民宣伝など 

2 月に入り市町村議会が迫ってきました。 

大阪社保協からの統一国保料資料などを基に、寝屋川市のチラシからも学んで市民向けのチラシを作っ

て地域宣伝に取り組みましょう。さらに議員にむけてのアクションや議会に向けての請願・陳情行動にも取り

組みましょう。 

いま、物価高で国保被保険者の暮らしはさらに貧困化しています。モデル保険料の③はシングルマザー

世帯です。シングルマザーたちの所得は 100 万円程です。例えば大阪市の場合、2023 年度年間保険料は

176,779 円が 2024 年度統一国保料では 204,596 円となり、なんと年間 27,817 円もの値上がりとなります。

28,000 円はお米(5 キロ 2000 円相当)70 キロ分となります。食べ盛りの子どもが二人いる家庭の場合一か月

に最低 10 キロは必要です。なんと 7 か月分の米代が国保料値上げで消えてしまうこととなります。「米食べ

ずに保険料を払えというのか」・・・こうした具体的な生活に即したデータも示しながら市町村議員に迫ってい

きましょう。 

 


